
(57)【要約】

　【課題】　送信ビーム形状を短時間で測定する超音波

診断装置用音場測定器を提供する。

　【解決手段】　超音波診断装置１００の振動子１１０

ａ～１１０ｈで出力された送信パルスを音場測定器１の

振動子２ａ～２ｈで受信し、Ａ／Ｄ変換器６ａ～６ｈに

よりディジタル信号に変換し大容量メモリ７に記憶させ

る。演算部８でメモリに格納されたデータに基づいて送

信パルスのビーム形状を計算し、表示部１１に表示させ

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 振 動 子 を 同 時 に 用 い て 走 査 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 パ ル ス を 受 信 す る 複 数 の
振 動 子 と 、
　 前 記 複 数 の 振 動 子 で 得 た 信 号 を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 手 段 と 、
　 前 記 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 手 段 で 変 換 さ れ た デ ィ ジ タ ル 信 号 を 格 納 す る メ モ リ と 、
　 前 記 メ モ リ に 格 納 さ れ た デ ー タ に 基 づ い て 前 記 送 信 パ ル ス の ビ ー ム 形 状 を 演 算 す る 演 算
手 段 と を 、
　 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 演 算 手 段 は 、 演 算 結 果 と し て ビ ー ム プ ロ ッ ト の デ ー タ を 得 る よ う 構 成 さ れ て い る 請
求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 演 算 手 段 は 、 演 算 結 果 と し て ビ ー ム プ ロ フ ィ ー ル の デ ー タ を 演 算 す る よ う 構 成 さ れ
て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 複 数 の 振 動 子 は 、 複 数 の 送 信 パ ル ス 群 を 取 り 込 む よ う 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ２ 又 は
３ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 複 数 の 振 動 子 に Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ を 用 い る よ う 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 診 断
装 置 用 音 場 測 定 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 複 数 の 振 動 子 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 振 動 子 の ピ ッ チ と 合 致 す る か 、 十 分 小 さ い ピ ッ
チ を 有 す る よ う 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用
音 場 測 定 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 演 算 手 段 は 、 媒 体 が 周 波 数 依 存 減 衰 を 持 つ 場 合 の ビ ー ム 形 状 を 演 算 す る よ う 構 成 さ
れ て い る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 複 数 の 振 動 子 と 前 記 超 音 波 診 断 装 置 の 振 動 子 と の 間 に 吸 音 材 を 挟 む よ う 構 成 さ れ て
い る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 数 の 振 動 子 の 前 面 に 分 割 さ れ た 伝 音 体 を 設 け 、 前 記 伝 音 体 を 介 し て 超 音 波 診 断 装
置 の 振 動 子 に 接 す る よ う 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 診
断 装 置 用 音 場 測 定 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 複 数 の 振 動 子 の 周 囲 に 吸 音 材 を 配 置 し た 請 求 項 ９ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測
定 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 振 動 子 に よ り 超 音 波 の 送 受 信 を 行 い 体 内 の 情 報 を 得 る た め の 超 音 波 診 断 装 置 用
音 場 測 定 器 に 関 し 、 特 に 送 信 ビ ー ム の 形 状 の 測 定 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 配 列 振 動 子 を 用 い て 体 内 へ の 超 音 波 の 送 受 信 を 繰 り 返 し 行 う こ と で 、 体 内 の ２ 次 元 情 報
を 得 る 超 音 波 診 断 装 置 の 原 理 は す で に 公 知 の も の と な っ て い る 。 現 在 用 い ら れ て い る 超 音
波 診 断 装 置 の 大 半 は 、 複 数 の 振 動 子 を 持 ち 、 こ れ ら の 振 動 子 を 駆 動 し 、 発 生 す る 送 信 パ ル
ス 信 号 （ 単 に 「 送 信 パ ル ス 」 と も 言 う ） の タ イ ミ ン グ を ず ら す こ と で 、 所 望 の 方 向 、 所 望
の 深 度 へ の 偏 向 、 収 束 を 可 能 に し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 ビ ー ム の 形 状 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 画 質 を 大 き く 左 右 す る た め 、 重 要 な フ ァ ク タ
ー で あ る 。 ビ ー ム 形 状 の 測 定 は 、 例 え ば 下 記 の 非 特 許 文 献 １ 、 若 し く は 下 記 の 非 特 許 文 献
２ に 記 載 の よ う な 装 置 で 行 な わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 下 、 図 ５ を 用 い て 従 来 の ビ ー ム 形 状 の 測 定 方 法 を 説 明 す る 。 図 ５ に お い て 、 超 音 波 診
断 装 置 １ ０ ０ の 探 触 子 １ ０ １ （ 図 示 し な い 振 動 子 が 格 納 さ れ て い る ） は 水 槽 ２ ０ ２ の 水 ２
０ ３ に 接 合 さ れ て お り 、 水 中 に 超 音 波 を 放 射 し て い る 。 水 中 に は 水 中 マ イ ク ロ ホ ン ２ ０ ４
が 設 け ら れ て お り 、 水 中 マ イ ク ロ ホ ン ２ ０ ４ は 、 Ｘ ス テ ー ジ ２ ０ ５ 及 び Ｙ ス テ ー ジ ２ ０ ６
に 固 定 さ れ て い る 。 Ｘ ス テ ー ジ ２ ０ ５ 及 び Ｙ ス テ ー ジ ２ ０ ６ は 、 制 御 器 ２ ０ ７ に よ り 制 御
さ れ る ス ラ イ ダ （ 平 行 可 動 器 ） で あ り 、 Ｘ ス テ ー ジ ２ ０ ５ は 水 平 方 向 に 、 Ｙ ス テ ー ジ ２ ０
６ は 垂 直 方 向 に 水 中 マ イ ク ロ ホ ン ２ ０ ４ を 動 か す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 水 中 マ イ ク ロ ホ ン ２ ０ ４ で 受 信 し た エ コ ー 信 号 は 、 強 度 測 定 器 ２ ０ ８ に よ り そ の 強 度 が
演 算 さ れ 、 Ｘ ス テ ー ジ ２ ０ ５ 及 び Ｙ ス テ ー ジ ２ ０ ６ に よ り 、 水 中 マ イ ク ロ ホ ン ２ ０ ４ の 位
置 を 少 し ず つ 移 動 さ せ な が ら 強 度 を 測 定 す る こ と で 、 音 場 の 空 間 分 布 が 測 定 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 般 に 、 Ｘ ス テ ー ジ ２ ０ ５ の み を 動 か し 、 横 軸 を 水 平 位 置 、 縦 軸 を エ コ ー 強 度 で プ ロ ッ
ト し た グ ラ フ を ビ ー ム プ ロ ッ ト 、 Ｘ ス テ ー ジ ２ ０ ５ 及 び Ｙ ス テ ー ジ ２ ０ ６ の 両 方 を 動 か し
、 ２ 次 元 的 に デ ー タ を 収 集 し 、 横 軸 を 水 平 位 置 、 縦 軸 を 垂 直 位 置 と し て 等 高 線 で エ コ ー 強
度 を プ ロ ッ ト し た も の を ビ ー ム プ ロ フ ィ ー ル と 称 す る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 http://www.ondacorp.com/products_testingsol_scanningsystem.html
【 非 特 許 文 献 ２ 】 辻 本 文 雄 ： 超 音 波 医 学 辞 典 　 秀 潤 社  pp71-73,2000
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 例 に お い て 、 図 ５ の よ う な 装 置 を 用 い て ビ ー ム 形 状 を 測 定 す る 場 合
、 機 械 的 な 動 作 を 含 む た め に 、 測 定 に 時 間 が か か る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は こ の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 短 時 間 で 送 信 ビ ー ム 形 状 を 測 定 す
る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 は 、 複 数 の 振 動 子
を 同 時 に 用 い て 走 査 を 行 う 超 音 波 診 断 装 置 の 送 信 パ ル ス を 受 信 す る 複 数 の 振 動 子 と 、 前 記
複 数 の 振 動 子 で 得 た 信 号 を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る 複 数 の Ａ ／ Ｄ 変 換 手 段 と 、 前 記 複 数
の Ａ ／ Ｄ 変 換 手 段 で 変 換 さ れ た デ ィ ジ タ ル 信 号 を 格 納 す る メ モ リ と 、 前 記 メ モ リ に 格 納 さ
れ た デ ー タ に 基 づ い て 前 記 送 信 パ ル ス の ビ ー ム 形 状 を 演 算 す る 演 算 手 段 と を 備 え た も の で
あ る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 超 音 波 診 断 装 置 の 複 数 の 振 動 子 で 発 生 し た 送 信 パ ル ス 信 号 を 、 複 数 の
振 動 子 で 受 信 し 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 メ モ リ に 一 時 格 納 し 、 こ の デ ー タ を 基 に 演 算
手 段 に よ り 送 信 ビ ー ム 形 状 を 計 算 す る こ と で 、 従 来 の 測 定 装 置 が 有 し て い た 測 定 時 間 の 問
題 を 解 決 し 短 時 間 で 送 信 ビ ー ム 形 状 を 測 定 し 、 デ ー タ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 演 算 手 段 は 、 演 算 結 果 と し て ビ ー ム プ ロ ッ ト の デ ー タ を 得 る よ う 構 成 さ れ て
い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 あ る 深 さ の み を 横 方 向 に 水 中 マ イ ク ロ ホ ン を 移 動 さ せ て デ ー タ の 取 得
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 演 算 手 段 は 、 演 算 結 果 と し て ビ ー ム プ ロ フ ィ ー ル の デ ー タ を 演 算 す る よ う 構
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成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 深 さ と 横 方 向 の 双 方 を 変 化 さ せ て 得 た ２ 次 元 デ ー タ を 等 高 線 で 表 す デ
ー タ を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 複 数 の 振 動 子 は 、 複 数 の 送 信 パ ル ス 群 を 取 り 込 む よ う 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 例 え ば ２ 次 元 走 査 に お け る ビ ー ム 形 成 条 件 を 変 化 さ せ た 場 合 の ビ ー ム
形 状 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 複 数 の 振 動 子 に Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ を 用 い る よ う 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 超 音 波 診 断 装 置 か ら 発 生 し た 送 信 パ ル ス の 形 状 を 変 質 さ せ る こ と な く
メ モ リ に 格 納 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 複 数 の 振 動 子 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 振 動 子 の ピ ッ チ と 合 致 す る か 、 十 分 小 さ
い ピ ッ チ を 有 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 空 間 分 解 能 の 劣 化 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 演 算 手 段 は 、 媒 体 が 周 波 数 依 存 減 衰 を 持 つ 場 合 の ビ ー ム 形 状 を 演 算 す る よ う
構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 実 際 に 生 体 内 で の 音 場 に 近 い 状 態 で の ビ ー ム 形 状 を 求 め る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 複 数 の 振 動 子 と 前 記 超 音 波 診 断 装 置 の 振 動 子 と の 間 に 吸 音 材 を 挟 む よ う 構 成
さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 送 信 パ ル ス の 飽 和 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 複 数 の 振 動 子 の 前 面 に 分 割 さ れ た 伝 音 体 を 設 け 、 前 記 伝 音 体 を 介 し て 超 音 波
診 断 装 置 の 振 動 子 に 接 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 受 信 し よ う と し て い る 振 動 子 以 外 か ら の 送 信 パ ル ス の 混 信 を 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 前 記 複 数 の 振 動 子 の 周 囲 に 吸 音 材 を 配 置 す る 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 送 信 パ ル ス 信 号 の 多 重 反 射 に よ る 、 ビ ー ム 形 状 演 算 の 精 度 低 下 を 防 止
す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 複 数 の 振 動 子 に お い て 発 生
し た 送 信 パ ル ス 信 号 を そ れ ぞ れ の 振 動 子 部 分 で 再 び 電 気 信 号 に 変 換 し 、 ビ ー ム 形 状 を 計 算
す る も の で あ り 、 従 来 の 測 定 装 置 が 有 し て い た 測 定 時 間 の 問 題 を 解 決 し 、 短 時 間 で 送 信 ビ
ー ム 形 状 を 測 定 し 、 デ ー タ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 ＜ 実 施 の 形 態 １ ＞
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 振 動 子 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０ ｈ を 格 納 す る 探 触 子 １ ０
１ と 診 断 装 置 １ １ １ 本 体 と か ら 構 成 さ れ 、 こ れ ら 複 数 の 振 動 子 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０ ｈ を 同 時
に 用 い て 測 定 対 象 に 対 し て 走 査 を 行 う 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 送 信 パ ル ス を 受 信 す
る 音 場 測 定 器 １ は 、 送 信 パ ル ス を 受 信 す る 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｈ か ら な る 探 触 子 部 ３ と 、 振 動
子 ２ ａ ～ ２ ｈ か ら の 信 号 を 適 度 な ゲ イ ン で 増 幅 す る 可 変 ゲ イ ン ア ン プ ５ ａ ～ ５ ｈ と 可 変 ゲ
イ ン ア ン プ ５ ａ ～ ５ ｈ の ア ナ ロ グ 信 号 を デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 す る Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ６ ａ ～ ６
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ｈ よ り な る 受 信 部 ４ と 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ６ ａ ～ ６ ｈ の デ ー タ を 格 納 す る 大 容 量 メ モ リ ７ と 、
大 容 量 メ モ リ ７ に 格 納 さ れ た デ ー タ を 基 に ビ ー ム 形 状 を 演 算 す る 演 算 部 ８ と 、 演 算 部 ８ 、
大 容 量 メ モ リ ７ 及 び 可 変 ゲ イ ン ア ン プ ５ ａ ～ ５ ｈ の ゲ イ ン を 制 御 す る 制 御 部 １ ０ と 、 制 御
部 １ ０ を 操 作 す る た め の 操 作 部 ９ 及 び 表 示 部 １ １ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
　 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 振 動 子 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０ ｈ で 発 生 し た 送 信 パ ル ス は 、 音 場 測 定
器 １ の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｈ に よ り 取 り 込 ま れ 、 電 気 信 号 と な る 。 こ れ ら の 電 気 信 号 は 、 可 変
ゲ イ ン ア ン プ ５ ａ ～ ５ ｈ で 適 度 な 大 き さ に 増 幅 さ れ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ６ ａ ～ ６ ｈ に よ り デ ィ
ジ タ ル 信 号 に 変 換 さ れ 、 大 容 量 メ モ リ ７ に 取 り 込 ま れ る 。 演 算 部 ８ は 、 大 容 量 メ モ リ ７ に
取 り 込 ん だ デ ー タ を 基 に そ れ ぞ れ の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｈ で 発 生 し た 音 の 合 成 音 場 を 演 算 し 、
送 信 パ ル ス の ビ ー ム 形 状 を 演 算 し て そ の 演 算 結 果 と な る ビ ー ム 形 状 を 表 示 部 １ １ に 表 示 す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 演 算 部 ８ に よ る ビ ー ム 形 状 の 演 算 と し て は 、 あ る 深 さ の み を 横 方 向 に 水 中 マ イ
ク ロ ホ ン を 移 動 さ せ て デ ー タ の 取 得 を 行 う ビ ー ム プ ロ ッ ト や 、 深 さ と 横 方 向 の 双 方 を 変 化
さ せ て 得 ら れ た ２ 次 元 デ ー タ を 等 高 線 で 表 す ビ ー ム プ ロ フ ィ ー ル な ど が あ り 、 ビ ー ム プ ロ
ッ ト や ビ ー ム プ ロ フ ィ ー ル を 演 算 結 果 と し て 表 示 部 １ １ に 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 大 容 量 メ モ リ ７ は 容 量 が 大 き い た め 、 複 数 の 送 信 シ ー ケ ン ス の デ ー タ を 取 り 込 む
こ と が で き 、 例 え ば 電 子 セ ク タ 走 査 に お け る ビ ー ム の 偏 向 角 の 検 証 な ど を 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 振 動 子 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０ ｈ か ら 出 力 さ れ た 送 信 パ ル ス は 、 振 動
子 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０ ｈ の 周 波 数 特 性 に よ り 波 形 の 形 状 が 変 化 す る 。 波 形 の 変 化 は 、 メ イ ン
ロ ー ブ の 太 さ の 変 化 や サ イ ド ロ ー ブ レ ベ ル の 増 減 に か か わ る 。 し た が っ て 、 複 数 の 送 信 パ
ル ス 群 を 取 り 込 む 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｈ は 、 例 え ば ２ 次 元 走 査 に お け る ビ ー ム 形 成 条 件 を 変 化
さ せ た 場 合 の ビ ー ム 形 状 を 表 示 す る こ と が で き 、 広 い 帯 域 に お い て 特 性 が フ ラ ッ ト で あ る
こ と が 重 要 で あ る 。 特 性 が フ ラ ッ ト で 広 帯 域 な 振 動 子 と し て は 、 例 え ば Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ の よ う な
素 材 が あ り 、 音 場 測 定 器 １ の 複 数 の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｈ に Ｐ Ｖ Ｄ Ｆ を 用 い る こ と で 、 超 音 波
診 断 装 置 １ ０ ０ か ら 発 生 し た 送 信 パ ル ス の 形 状 を 変 質 さ せ る こ と な く メ モ リ に 格 納 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 振 動 子 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０ ｈ の ピ ッ チ 間 隔 に 対 し 、 音 場 測
定 器 １ の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｈ の ピ ッ チ 間 隔 が 大 き い と 、 分 解 能 が 低 下 す る 可 能 性 が あ る 。 ま
た 音 場 測 定 器 １ の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｈ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 複 数 の 振 動 子 １ １ ０ ａ ～
１ １ ０ ｈ に 接 合 し な い こ と が 望 ま し い 。 よ っ て 、 音 場 測 定 器 １ の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｈ の ピ ッ
チ は 、 空 間 分 解 能 の 劣 化 を 防 ぐ た め に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 振 動 子 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０
ｈ の ピ ッ チ と 等 価 と す る か 、 十 分 小 さ く す る こ と が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 演 算 部 ８ に お い て 、 ビ ー ム 形 状 の 演 算 を す る 際 に 、 超 音 波 が 媒 体 内 を 伝 播 す る と き に 、
さ ら に 、 周 波 数 依 存 減 衰 を 受 け る と い う 条 件 を 加 味 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の よ う な 条
件 を 加 味 す る こ と に よ り 、 実 際 に 生 体 内 で の 音 場 に 近 い 状 態 で の ビ ー ム 形 状 を 求 め る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ＜ 実 施 の 形 態 ２ ＞
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 の 振 動 子 の 接 合 方 法
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
　 一 般 に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 送 信 パ ワ ー は 大 き く （ 数 十 Ｖ ～ 百 数 十 Ｖ で 駆 動 ） 、 こ
の ま ま 送 信 パ ル ス 信 号 を 音 場 測 定 器 １ に 伝 達 す る と 、 音 場 測 定 器 １ が 飽 和 す る 可 能 性 が あ
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る 。 そ こ で 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ 側 の 振 動 子 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０ ｈ と
音 場 測 定 器 １ 側 の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｈ と の 間 に 吸 音 材 （ 音 響 減 衰 材 ） ２ ０ を 挟 む こ と で 、 送
信 パ ル ス の 飽 和 の 問 題 を 解 決 す る 。 吸 音 材 ２ ０ の 吸 音 性 能 は 既 知 で あ る と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 実 施 の 形 態 ３ ＞
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 の 振 動 子 の 接 合 方 法
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
　 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 振 動 子 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０ ｈ と 音 場 測 定 器 １ の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｐ
は 、 １ 対 １ 若 し く は １ 対 多 で 接 合 さ れ る が 、 前 述 し た よ う に 、 一 般 に 、 超 音 波 診 断 装 置 １
０ ０ の 送 信 パ ワ ー は 大 き く （ 数 十 Ｖ ～ 百 数 十 Ｖ で 駆 動 ） 、 １ 対 １ 若 し く は １ 対 多 で 接 合 し
て い る 振 動 子 以 外 の 振 動 子 に エ ネ ル ギ ー が 漏 洩 す る 可 能 性 が あ る 。 そ こ で 、 実 施 の 形 態 ３
に お い て は 、 音 場 測 定 器 １ の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｐ の そ れ ぞ れ に 独 立 し た 形 態 の 伝 音 体 ２ １ ａ
～ ｐ を 設 置 し 、 こ の 問 題 を 解 決 す る 。 す な わ ち 、 音 場 測 定 器 １ の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｐ の 前 面
に 分 割 さ れ た 伝 音 体 ２ １ ａ ～ ２ １ ｐ を 設 け 、 伝 音 体 ２ １ ａ ～ ２ １ ｐ を 介 し て 超 音 波 診 断 装
置 １ ０ ０ の 振 動 子 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０ ｈ と 接 す る よ う に す る こ と で 、 受 信 し よ う と し て い る
振 動 子 以 外 か ら の 送 信 パ ル ス の 混 信 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ＜ 実 施 の 形 態 ４ ＞
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 の 振 動 子 の 接 合 方 法
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
　 本 実 施 の 形 態 ４ で は 、 図 ３ に 示 す 実 施 の 形 態 ３ に 対 し 、 さ ら に 超 音 波 の 漏 洩 問 題 を 徹 底
し て 排 除 す る た め に 、 音 場 測 定 器 １ の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｐ の 周 囲 に 吸 音 材 ２ ２ を 設 け 、 漏 洩
の 問 題 を さ ら に 少 な く す る 。 す な わ ち 、 音 場 測 定 器 １ の 振 動 子 ２ ａ ～ ２ ｐ の 周 囲 に 吸 音 材
２ ２ を 配 置 す る こ と で 、 超 音 波 の 漏 洩 を な く し て 送 信 パ ル ス の 多 重 反 射 に よ る ビ ー ム 形 状
演 算 の 精 度 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 よ り 明 ら か な よ う に 、 音 響 測 定 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き 、
超 音 波 診 断 装 置 の 評 価 や 調 整 に 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク
図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 の 振 動 子 の 接 合 方 法 を
示 す 説 明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 の 振 動 子 の 接 合 方 法 を
示 す 説 明 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 用 音 場 測 定 器 の 振 動 子 の 接 合 方 法 を
示 す 説 明 図
【 図 ５ 】 従 来 の ビ ー ム 形 状 の 測 定 方 法 の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 音 場 測 定 器
　 ２ ａ ～ ２ ｐ 、 １ １ ０ ａ ～ １ １ ０ ｈ 　 振 動 子
　 ３ 　 探 触 子 部
　 ４ 　 受 信 部
　 ５ ａ ～ ５ ｈ 　 可 変 ゲ イ ン ア ン プ
　 ６ ａ ～ ６ ｈ 　 Ａ ／ Ｄ 変 換 器
　 ７ 　 大 容 量 メ モ リ
　 ８ 　 演 算 部
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　 ９ 　 操 作 部
　 １ ０ 　 制 御 部
　 １ １ 　 表 示 部
　 ２ ０ 、 ２ ２ 　 吸 音 材
　 ２ １ ａ ～ ２ １ ｐ 　 伝 音 体
　 １ ０ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置
　 １ ０ １ 　 探 触 子
　 １ １ １ 　 診 断 装 置
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种用于超声诊断设备的声场测量装置，其可以在
短时间内测量透射束的形状。 解决方案：从超声诊断设备100的传感器
110a至110h输出的发射脉冲被声场测量仪器1的传感器2a至2h接收，并
由A / D转换器6a至6h转换为数字信号。 然后，将其存储在大容量存储器
7中。 计算单元8基于存储在存储器中的数据来计算发送脉冲的光束形
状，并将其显示在显示单元11上。 [选型图]图1
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